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量研では、ベリリウム資源の安定的な確保に向けた革新的なベリリウム精製基盤技術を確立することに

成功した。本発表では、溶解したベリリウム鉱石からベリリウム以外の鉱石構成元素を分離する工程とし

て、液性調整を用いた試験研究成果について報告する。 
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1. 緒言 

核融合原型炉（DEMO）では、1 基あたり約 500 トンものベリリウム（Be）が使用される。このため、Be

の資源確保は、重要かつ不可欠なものである。量研では、化学処理とマイクロ波加熱の複合化による低温

湿式溶解工程を含む、経済性及び安全性に優れた革新的な Be 精製基盤技術を確立することに成功した。本

発表では、Be 鉱石の溶解後に実施する、Be 以外の元素を分離する工程について、Be 鉱石の主構成元素であ

るアルミニウム（Al）の分離について、その詳細な手法及び試験結果について報告する。 

 

2. 実験法 

 今回は、Be を含む鉱石として一般的でかつ、エメラルドやアクアマリンなどの宝石にも使用されている

ベリル（Be3Al2Si6O18）を出発原料として用いた。そして、遊星ボールミルを用いて粉砕したベリルを、前

処理として塩基溶液中でマイクロ波加熱の後に、溶解処理として酸溶液中でマイクロ波加熱することによ

り、Be を全溶解させた。なお、溶解処理後シリコン（Si）は、不溶の H2SiO3の状態で沈殿する。濾過によ

り沈殿物として Si を分離した後、溶液中に含まれる元素としての Al について、溶液の液性を変化させて

Al を沈殿させることにより分離を行った。液性の調整には炭酸水素ナトリウム（NaHCO3）を用いた。また

Al を効率よく分離するために、溶液に対し加温処理を行い、濾過後の溶液中の Al 及び Be の濃度を、誘導

結合プラズマ質量分析装置（ICP-MS）を用いて測定した。 

 

3. 結果及びまとめ 

 液性を中性にすることにより、Al は溶液に可溶しない沈殿物となるが同時に Be も沈殿物を生成してしま

い、液性調整直後では Al だけでなく Be も同時に分離されてしまうことが分かった。しかしながら、液性

調整した後しばらくの間静置することにより、Beが再度溶液中に浸出し、Alのみ分離できる結果となった。

またより短時間で Al を分離するため、溶液を加温することにより静置の時間を大幅に短縮できる結果を得

た。本発表では、詳細な試験条件及び試験結果を報告すると共に、本研究の将来展望について報告する。 
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